
第8回「2020 Tokyo Keyaki ミーティング」 
 
12月9日(土) 14：00～17：30 アド･エンジニアーズ･オブ･トーキョー会議室  
黒澤、三谷、川崎、作宮、戸田、吉田、内田、深谷、佐藤、中村 　
 
①2018年6月開催予定のトークショーについて
　・井上涼（H19・視覚デ）さん側より　対象者が子供や若者なら協力する余地はあるとい
　　う申し出あり。
　・今後、本人と話し合いを持ち、意向を聞き、日程やスタイルを詰め、次回ミーティング
　　にて検討したい。
　
　・東京けやき会の案として
　　　～第一部 ～   13時頃から
　　　　対象者「子供」
　　　・けやき会会員の家族
　　　・一般に広く呼びかける
　　　・参加費「無料」
　　　・井上涼トークショー・パフォーマンス・ワークショップなど
　　　　（ワークショップの場合は材料費は徴収）
　　　～第二部～    15時頃から
　　　・けやき会主催の井上涼さんと懇親会
　　　　対象者「けやき会会員」
　　　・参加料・年会費徴収
　　　・18時くらいまでに終了。
　
　・今後の課題
　　・子供をどう誘致するか。
　　・参加費の問題
　　・けやき会会費の徴収について
　　・2020年の展覧会に絡めたい。
　　　（たとえば「わ」のワークショップをしてもらい、2020年に展示スペースを設けるなど）

②「わ」のテーマ、タイトル、展示案の議論
　・三谷さん作成の2020の輪の展示のシュミレーションの説明。
　・スタートに立ち帰って2020年東京五輪の年に開催する意義。
　・黒澤会長が語るその意義を知らせることにより心を動かされるのでは。
　・また、なぜ秋葉原で開催するのか、その意味とは。
　・2002年から始まった升、球ビズム、一号一絵、輪っか、BYOBUと続いた企画展の集大成
　　にしたい！



　・3331の会場を思い描いた場合、単にいろんな作品が展示されているより全て◯（輪っか）の
　　作品がたくさん展示されている方がインパクトがあり、集大成としての意味があるのでは。
　・募集する時点で、「あなたの作品の中に視覚でみて◯（輪っか）を入れてほしい」と
　　あえて言う方が、伝わりやすいのではないか？
　
　・「わ」の規定で誰でも参加できるのか？
　　絵画・彫刻・アートの作家の人に形を規定することの是非。
　　はたして参加してくれるのか？
　・自分の作品の意味を大事にして、人から課題を与えられたくないという人には、銀座で個展・
　　グループ展を開いてもらい幅の広いイベントに。（イメージ的にもエリア的にも）
　・テーマ、タイトル、内容を詰めていくためにも現段階での募集要項案を作成して議論を進め
　　ることに。意義部分は黒澤さんに、全体を作宮さんにお願いした。
　
③象徴となる千本引きの考察
　・会場入り口に千本引きの木（兼六園雪吊りのイメージ）を展示して来場者に
　　一回500円（予定）で引いてもらう。（入場料代わり）
　・引いた紐の先についている小さなアート作品、金沢の銘菓etcが引いた人のもになる。
　・金沢銘菓などは金沢の企業、お店に協力してもらう。
　・千本引きの木を5つ置いて五輪の色と同じ色を配置し、東京五輪との関連をイメージづける
　　アイディア。
　
④次回は2018年1月14日（日）14：00アドエン4Fで
　多くの人の参加を！
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